
１ 事業の目的

安曇野市消防団

「消防団の力向上モデル事業」事業紹介
消防団名事業名

消防団が資機材（チェンソー）に係る技能技術を取得し、火災対
応だけでなく風水害や地震等、あらゆる災害に対応できる体制を
強化する。

２ 事業内容
１ 災害対応力の向上を図るため、消防団員がチェンソーの伐木
等業務特別教育講習会に参加し消防団員の資格取得の助成を
図るとともに教養を身に付ける。

２ 災害現場で常備消防や行政の対応が困難な場合における倒
木処理や救助活動を消防団が担うため、チェンソーを用いて安
全に対応できるよう訓練を実施する。

３ 訓練会を開催し、消防団員が外部講師から作業中の注意事
項を受けた後に実際に倒木を想定した切断訓練を行い個々の能
力向上を図る。

４ 目標達成状況
指標 単位 当初目標 実績値 備考

訓練参加者 名 220 228

訓練回数 回 18 18

説明会 回 ２ ２

３ 事業成果
１ 消防団員８名が伐木等業務特別教育講習会を修了。

当初計画時は、３名の資格取得者を予定していたが、講
習会場を変更したことで１人当たりの受講費が少なくなり、よ
り多くの講習会修了者の増加につながった。

２ 資機材購入後、業者担当者から仕様説明や整備方法の
指導を受けた後、各部に配備した。

また、令和７年11月30日に大規模災害対応訓練を開催し、
外部講師を招いてチェンソーの安全な使用方法の説明を受
けるほか、倒木を想定した切断訓練を実施し、団員個々の
安全管理意識及び技術の向上に繋がった。

５ その他参考情報

長野県安曇野市自治体名消防団の災害対応能力向上事業
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